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10
月
28
日
、
ガ
ザ
侵
攻
や
め
よ
と

パ
レ
ー
ド
す
る
人
た
ち　
　
　
　

泉
州
地
区
講
習
会

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

11
月
16
日　

柳
本
顕
衆
議
院
議
員
と
面
談

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
11
月
３
日
、
八
尾
市
内

で
開
催
さ
れ
た
八
尾
市
民
ま

つ
り
会
場
で
歯
科
健
診
を
実

施
し
た
。
矢
部
あ
づ
さ
、
海

道
充
、
各
歯
科
医
師
と
歯
科

衛
生
士
２
人
が
出
務
し
、
子

ど
も
95
人
・
大
人
41
人
の
、

計
１
３
６
人
が
受
診
し
た
。

　

患
者
か
ら
、
補
綴
物
や
歯

を
返
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ

た
経
験
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

長
ら
く
「
お
い
し
く
食
べ

る
」
を
支
え
て
く
れ
た
、
歯

と
の
別
れ
が
名
残
惜
し
い
気

持
ち
は
わ
か
ら
な
く
は
な

い
。
他
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
目
を
向
け
る
と
「
金
パ

ラ
」
と
打
つ
と
検
索
上
位
に

「
金
パ
ラ　

買
取
」
と
自
動

的
に
表
示
さ
れ
、
閲
覧
す
る

と
「
高
価
即
日
買
取
」「
歯

科
用
金
パ
ラ
即
日
現
金
買

去
歯
牙
は
患
者
の
同
意
な
く

勝
手
に
廃
棄
し
て
は
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
前
に
次
善
の
策
を
取
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

次
善
の
策
と
し
て
は
、
患

者
に
廃
棄
の
意
思
を
確
認
し

た
う
え
で
、
そ
の
旨
を
書
面

で
残
す
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、
問
診
票
に
「
抜
去
歯
牙

や
歯
冠
修
復
物
な
ど
は
、
感

染
性
廃
棄
物
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
当
院
で
の
処
分
に
同
意

し
ま
す
」
な
ど
チ
ェ
ッ
ク
ボ

ッ
ク
ス
で
同
意
を
確
認
し
書

面
で
残
し
、
実
際
に
治
療
中

に
対
象
物
に
つ
い
て
、「
廃

棄
し
て
よ
い
か
」
の
確
認
を

す
る
こ
と
が
後
か
ら
の
申
し

出
に
対
応
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

す
よ
う
、
国
会
行
動
に
て
協

会
が
大
阪
選
出
国
会
議
員
へ

面
談
を
申
し
入
れ
、
自
民
党

・
柳
本
顕
衆
議
院
議
員
が
面

談
に
応
じ
た
。

　

柳
本
議
員
は
マ
イ
ナ
保
険

証
に
つ
い
て
、「
現
在
、
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
進
ん

で
い
な
い
中
で
現
行
の
保
険

証
廃
止
の
期
限
を
切
る
こ
と

は
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
様

々
な
状
態
の
方
の
た
め
に
も

一
定
の
選
択
肢
を
設
け
る
こ

と
は
必
要
」
と
応
じ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
情
報
の

紐
づ
け
は
必
要
だ
と
考
え
て

い
る
。
暗
証
番
号
で
管
理
さ

れ
る
た
め
漏
洩
す
る
心
配
も

少
な
い
」
と
政
府
が
進
め
る

医
療
Ｄ
Ｘ
方
針
に
対
し
て
賛

意
を
示
し
た
。

　

伊
津
相
談
役
か
ら
「
先

日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
派
遣
社
員
に
よ

る
情
報
流
出
の
事
件
が
話
題

に
な
っ
た
。
全
国
の
自
治
体

で
職
員
の
人
手
不
足
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
情
報
登
録
や
更
新
の
た
め

に
派
遣
社
員
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
、
同
様
の
事
が
起
き

る
危
険
も
感
じ
ら
れ
る
。
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
不
安
の

声
も
ど
う
か
国
会
で
挙
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
協
力
を

求
め
た
。

取
」
な
ど
の
字
が
踊
る
。
患

者
・
国
民
に
身
近
な
ブ
ッ
ク

オ
フ
で
も
「
銀
歯
買
取
中
」

と
宣
伝
が
さ
れ
て
い
る
。

　

患
者
の
口
腔
内
の
歯
や
補

綴
物
は
当
然
患
者
の
も
の
で

あ
る
。
法
的
に
も
患
者
の
口

腔
内
の
補
綴
物
は
患
者
に
所

有
権
が
あ
り
、
除
去
後
も
同

様
と
論
ず
る
弁
護
士
も
い

る
。

　

つ
ま
り
、
補
綴
物
や
、
抜

　

親
が
子
ど
も
の
歯
み
が
き

に
つ
い
て
心
配
し
、「
子
ど

も
の
歯
の
生
え
変
わ
り
の
時

期
で
、
歯
み
が
き
が
き
ち
ん

と
で
き
て
い
る
か
が
不
安
」

「
歯
み
が
き
を
嫌
が
る
子
ど

も
に
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
い
い
か
」
な
ど
日
頃
の

悩
み
を
寄
せ
た
。
磨
き
に
く

い
歯
間
や
、
奥
歯
の
磨
き
方

に
つ
い
て
模
型
を
使
っ
て
解

説
し
た
。
歯
み
が
き
を
嫌
が

る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
歯
ブ

ラ
シ
を
痛
が
る
の
で
あ
れ

ば
、
ガ
ー
ゼ
を
指
に
巻
い
て

歯
を
磨
く
方
法
な
ど
丁
寧
に

ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
受
診
時
の
金
銭

面
で
の
不
安
や
、
保
険
証

廃
止
に
つ
い
て
も
困
惑
の

声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
、

「
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
し
て
く
だ
さ
い
」
の
請

願
署
名
に
は
98
筆
の
賛
同

協
力
が
あ
っ
た
。

　

泉
州
地
区
は
歯
周
治
療
の

流
れ
や
算
定
ル
ー
ル
を
改
め

て
捉
え
直
そ
う
と
11
月
18

日
、
泉
佐
野
市
内
で
社
保
講

習
会
を
開
き
11
人
が
参
加
し

た
。
講
師
に
社
保
研
究
部
員

の
藤
井
佐
都
樹
氏
と
志
倉
興

紀
氏
を
招
い
た
。

　

志
倉
部
員
か
ら
は
、
協
会

に
よ
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
例

を
示
し
な
が
ら
『
歯
周
病
の

治
療
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
』
（
日
本
歯
科
医
学

会
）
を
も
と
に
、
歯
周
病
の

継
続
管
理
に
つ
い
て
解
説
。

個
別
指
導
で
必
ず
指
摘
さ
れ

る
リ
コ
ー
ル
再
初
診
の
問
題

や
基
本
治
療
が
奏
功
し
な
い

部
位
が
残
り
再
Ｓ
Ｒ
Ｐ
で
治

療
を
継
続
す
る
場
合
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

藤
井
部
員
か
ら
は
、
①
歯

周
病
安
定
期
治
療
（
Ｓ
Ｐ

Ｔ
）
の
基
本
的
な
考
え
方
②

Ｓ
Ｐ
Ｔ
で
管
理
中
に
歯
周
外

科
が
必
要
に
な
り
、
中
断
か

ら
再
開
す
る
ま
で
の
流
れ
③

歯
周
治
療
用
装
置
の
活
用
―

―
を
『
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
』
や
歯
科
保
険
医
新
聞
の

社
保
シ
リ
ー
ズ
を
も
と
に
解

説
し
た
。
特
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の

来
院
間
隔
が
短
縮
で
き
る
歯

周
外
科
の
う
ち
、
侵
襲
の
少

な
い
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
掻
把
術

を
検
討
す
る
こ
と
や
、
早
期

の
義
歯
製
作
を
求
め
ら
れ
た

場
合
の
歯
周
治
療
用
装
置
の

活
用
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普

段
、
治
療
の
流
れ
を
意
識
し

て
い
な
い
が
傾
向
診
療
に
な

っ
て
い
な
い
か
気
を
付
け
た

い
」「
早
期
補
綴
を
求
め
ら

れ
た
場
合
の
対
応
は
や
は
り

悩
ま
し
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

改
定
前
に
学
ぶ 

歯
周
病
の
継
続
管
理

子
ど
も
の
歯
み
が
き
不
安

保
険
証

廃　

止「
期
限
切
る
こ
と
問
題
」

矢部氏
講習会参加者

海道氏

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

抜いた歯は
だれのもの

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛
争
の

即
時
停
戦
を
求
め
る
決
議
（
概
要
）

無差別攻撃あってはならない
ガザ紛争　即時停戦を求め　理事会声明

　

10
月
７
日
、
パ
レ
ス
チ
ナ

自
治
区
ガ
ザ
を
実
効
支
配
す

る
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
越
境
攻

撃
。
報
復
と
し
て
イ
ス
ラ
エ

ル
が
軍
事
行
動
を
開
始
、
戦

争
状
態
に
な
っ
て
２
カ
月
が

経
過
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

　

協
会
は
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
８
回
理
事
会

で
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
紛
争
の
即
時
停
戦
を
求
め

る
決
議
」
を
採
択
し
た
。
決
議
概
要
を
紹
介
す
る
。

　

い
ま
、
ガ
ザ
地
区
は
子
ど

も
た
ち
の
墓
場
と
化
し
、
国

境
な
き
医
師
団
や
、
国
連
職

員
も
多
く
亡
く
な
っ
て
い

る
。

　

国
際
人
道
法
で
は
、
武
力

の
行
使
は
相
手
の
軍
事
力
を

破
壊
す
る
も
の
に
限
ら
れ
、

体
と
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ガ
ザ
紛
争
の
即
時
停
戦
を
求

め
る
。
ど
ん
な
経
過
や
理
由

が
あ
れ
、
市
民
か
ら
命
や
安

全
、
生
活
の
場
を
奪
う
無
差

別
攻
撃
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
一
刻
も
早
く
市
民
の
安

全
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

　

10

月

27

日
、
国
連
総

会
で
は
１
２

１
カ
国
の
圧

倒
的
多
数
で

「
人
道
的
休

戦
」
決
議
を

採

択

し

た

が
、
日
本
は

棄
権
し
た
。

パ
レ
ス
チ
ナ

が
歴
史
的
に

置
か
れ
て
き

た
過
酷
な
状

況
に
、
ア
メ

非
軍
事
施
設
や
非
戦
闘
員
、

一
般
市
民
な
ど
へ
の
無
差
別

攻
撃
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

は
、
歯
科
医
療
を
通
じ
国
民

の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
を

職
務
と
す
る
歯
科
医
師
の
団

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
欧
米

諸
国
は
も
ち
ろ
ん
日
本
政
府

に
も
責
任
が
あ
る
。

　

私
た
ち
は
日
本
政
府
が
戦

争
を
止
め
る
役
割
を
果
た
す

よ
う
、
合
わ
せ
て
求
め
る
。

（
11
月
11
日　

大
阪
府
歯
科

保
険
医
協
会
第
８
回
理
事
会
）

に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
は
救
急
車

や
病
院
に
も
及
び
、
ガ
ザ
地

区
の
保
健
当
局
に
よ
れ
ば
、

ガ
ザ
地
区
の
死
者
数
は
１
万

人
超
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
半
数
近
く
は
子
ど
も

だ
。


